
 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.実施期間：令和 7 年 10 月 2 日～ 10 月 30 日 

2.配布対象：宮城県の消防本部（局）の救急隊員の方々 

3.回収数：222 名 

4.結果：アンケート結果 
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質問 7 
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自由意見

当院の研修医に対するご意見をお願いいたします （東北労災）

◦
指導する医師の救急隊に対する態度が横柄な場合がある。悪い連鎖を産む原因になると考えるため改善する

べきである。

◦電話に出た際に名乗らない人がいたので、こちらも名乗っておりますので、名乗って頂けたら幸です。

◦
ごくまれに上から目線の物言いのことがあるため、指導医や研修医に限らず、救急隊と同じ目線で申し送り

や引継ぎを受けてほしい。

◦救急救命士は医療従事者の一人として認知して頂くようお願いします。

◦
救急隊は、医師とより良い関係を築いていきたい。決して敵ではないので上から見下ろすことがないように

研修医が終わってからもお願いしたい。

◦研修医が終わったからといって態度を変えないでほしい

◦初心を忘れないでください。横柄な態度では誰も良い印象は持てませんので

◦救急隊で搬送する傷病者には、さまざまな背景がある方が多い事にご理解をお願いいたします。

◦研修医のネーム等無いので、誰が研修医なのかわかりづらい。

◦
現場は、医療の最前線であることと、他人と関わる社会の場である２点を念頭に、医師・社会人の２面から

学びを続けていただければと存じます。

◦研修医かどうか見てわかりません。また研修医ではないが、対応が悪い医師がいる。

◦
そちらの病院ではないが、研修医の時は謙虚な姿勢が見られるが、独り立ちすると態度が一変する医師が多

い。

◦

医師は医療従事者の中で最も博識でスキルの高い業種のためか、一見近寄りがたいという気持ちが生じてし

まいます。医療従事者として貢献できるよう救急救命士も頑張っておりますので、救急業務中又は病院実習

中に関わることがあった際は、前向きにコミュニケーションを図っていただけると幸いです。

◦外部研修(プレホスピタル)を受講していただき、病院前の医療活動について理解する機会を設けて欲しい。

◦
接触的にコミュニケーションをとっていただけると助かります。貴院ではありませんが、高飛車だったり、

一切言葉を発せずにコミュニケーションを取らない、取れない方もおりますので。

◦

救急隊は限られた時間、空間の中で活動をしております。情報が足りない部分もあり大変お手数をおかけす

る場面も多く、心苦しく思いながら搬送しております。他院では我々に対してハラスメントと取れる態度で

接する医師もおります。東北労災病院さんでは全く感じていませんが、どうか今後もお互いが尊敬し合える

関係として業務を続けていかれることを切に願っています。

◦
研修医の頃の気持ちをいつまでも忘れることなく、人としても立派な医師へと成⾧する事を願います。救急

の現場に関する事(部屋の状況や環境等)は、気軽に聞いてください。

◦県内に残ってください

◦指導されている医師の方が良い指導をしているので、研修医の方の接遇もすばらしいと思います。

◦
住民のための医療だと言うことをわすれないでください。私も、住民のための救急隊だと忘れずに仕事に努

めます。

◦
⾧年勤務されている上司の方々と比べても、研修医の皆さんは言葉遣いや態度が非常に丁寧で、謙虚な姿勢

が印象的であることが多いと感じます。

◦大変とは思いますが、頑張って頂きたいと思います。

◦いつまでも研修医の気持ちを忘れないで頂きたいです。

◦お身体に気をつけて頑張ってください

お叱りのことば

お褒めのことば、助言



◦これからの業務頑張ってください。応援しています。

◦患者に寄り添った対応しているのでとても心強いです。

◦救急医療にご尽力頂けると嬉しいです。

◦救急隊が知っていること限りは何でもお伝えしますので気軽に聞いて下さい。

◦
救急隊も患者や家族に対する接遇に苦慮する時があります。処置以外の部分で研修医の方達も大変だと思い

ますが頑張って下さい。

◦今後ともよろしくお願いします

◦今後もよろしくお願いします

◦
聴取内容、観察処置と申し送る際に勉強させて頂いております。

今後ともよろしくお願い致します。

◦頑張ってください

◦頑張ってください

◦良いと思う

◦地域柄東北労災病院への搬送件数が全くないため、研修医の方と接する機会がなく、意見はありません。

◦搬送件数が少なく、印象に残ることが多いと感じます。

◦搬送圏外

◦他管内の研修医の先生と直接接する機会はなかなかありませんが今後ともよろしくお願いします。

◦とくになし 14名
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